
Ⅰ　基礎情報

都道府県・市名

合併期日

合併形式

住所(旧市町村名も記載)

人口  (合併直近の国調)

面積

議員定数

関係市町村名

Ⅱ 関係市町村合併直前の状況

市町村名 人口　 （人） 面積　（k㎡） 議員数　（人） 高齢化比率　(%)

更埴市 39,402 78.99 21 20.9

戸倉町 18,326 25.23 18 20.4

上山田町 6,821 15.62 15 25.9

（H12国調人口） （H12国調数値）

（65才以上人口比率）

合計 ー 64,549 119.84 54 ー

Ⅲ 関係市町村の財政状況

Ｈ１４年度決算数値

地方税　（千円） 地方交付税　（千円）

更埴市 16,426,536 4,691,628 3,295,114
辺地・中部圏・都市
計・農振・農工・林
構・市町村圏

0.583

戸倉町 6,945,924 2,010,758 1,779,310
中部圏・都市計・農
振・林構・市町村
圏・特定農山村

0.501

上山田町 3,473,684 895,563 987,836
中部圏・都市計・農
振・農構・林構・市
町村圏・特定農山村

0.436

合計 － 26,846,144 7,597,949 6,062,260 － －

記入月日：平成15年9月3日

合併市に関する調査

関係市町村

＊数値は合併直近の決算数値を使用。ただし、平成14年4月1日以降合併の場合、合併直近の予算を記入。

長野県・千曲市（ちくまし）

平成１５年９月１日

64,549人（H12国調）

119.84ｋ㎡

28名（在任特例期間54名）

更埴市、戸倉町、上山田町

財政力指数

関係市町村

歳入合計　（千円）市町村名 指定団体等の指定状況

新設合併

長野県千曲市大字杭瀬下８４番地(旧更埴市）



Ⅸ　合併の概要

合併協議会の期日 設置年月日：平成１４年８月２１日 解散年月日：平成１５年８月３１日

   内 容

住民発議について

市町村建設計画

  基本計画の主要項目

旧市町村庁舎の利活用
回答

2

議会の議員の定数に関する特例

議会の議員の在任に関する特例

議会の議員の報酬額

地域審議会の設置について

　内 容

地方税に関する特例

  内 容

合併特例債発行限度額 (億円)

Ⅴ  その他

月額：３１．３万円

有・無

合併関係市町単位で３地区へ設置。
期間１０年。
委員２０人(内公募５人)。
任期２年。
当面年２回開催予定。

主要項目について、簡単な内容を含め10項目ご記入ください。(例：庁舎の位置 等)

電算システムの統合 1.新規システムの構築　2.既存システムの活用　3.相互システムの活用　4.その他　から選択

ただし、合併年度は旧市町の税率とする（法人住民税を除く）。

２１３．４億円（標準事業費２２４．６億円）

有・無

会長：更埴市長　　副会長：戸倉町長、上山田町長
委員数２５名（会長を除き、副会長を含む）

まちづくりの目標
　千曲川に月や花が映える、共生と交流の都市～歴史の継承・市民の参画・未来への飛翔～

まちづくりの方向
  共生のまちづくり、交流のまちづくり、協働のまちづくり
施策の展開
 ①ひとを癒す
 ②市民が憩う
 ③科野の風土を受け継ぐ
 ④生活環境を支える
 ⑤まちが賑わう
 ⑥人が育ち、地域を担う
 ⑦住民と行政によるまちづくり

分庁舎方式によりすべての旧庁舎を活用する。

計画の期間：合併年度及びこれに続く１０年間

有・無

残された課題について、箇条書きでご記入ください。

協議された事項

①事務所の位置：更埴市役所の位置
②財産：新市に引き継ぐ
③議員定数：２８人
④農業委員の任期：在任特例を活用
⑤地域審議会：旧市町の区域毎に設置する
⑥町・字名：基本的に変更しないが３つの地域についてその要望により変更する。
⑦一部事務組合：千曲市として引き続き加入する
⑧常備消防：単独消防であった旧更埴市区域を含め組合消防とする
⑨一般職の身分：新市に引き継ぐが、旧更埴市の消防職員は消防組合職員として
　その身分を引き継ぐ
⑩特別職の身分：給料、報酬は旧更埴市の例を基本に調整する

特になし

有・無 有の場合：        －    名

有・無 有の場合：  　1  年  8 ｹ月


